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教育長　尾 上 慶 昌

えらい人より
　　　よい人間に

「赤穂教育プラン」策定について「赤穂教育プラン」策定について

　　　　　　　　　　　近年、教育改革の必要

　　　　　　　　　　性が世界的に高まってい

ます。特に、児童生徒一人一人の個性や能力に

応じた教育が求められ、従来の画一的な教育か

ら少人数による教育への転換が進んでいます。

特に本年度から数年間にかけて、全国的にＩＣ

Ｔの導入やコミュニティースクールの推進、部

活動の地域展開、教員の働き方改革など、様々

な分野での改革が加速するといわれています。

　教育委員会では、市長との総合教育会議や定

例教育委員会等で意見交換し、子育て支援体制

や学校園所保育・教育、生涯学習の在り方を話

し合い、保護者、地域の皆さんと一緒になって

推進できる教育振興施策への具体化を図ってい

ます。

　この度、「夢と志を育む教育」を基本理念と

し、その達成に向けた今年度の実施計画の見直

しを行い、教育施策と具体的な取組項目を設定

し、「令和７年度赤穂教育プラン」として推進

してまいります。主な教育活動としましては、

子育て支援、いじめ問題や不登校対策をはじめ

とする生徒指導の課題への迅速な対応、スポー

ツ都市宣言に相応しい社会体育や生涯にわたっ

て生きがいを持ち学び続ける生涯学習の充実等

に努めてまいります。特に、学校園所教育では

、子供が主役であることを念頭に、「キャリア

教育」「人権教育」をはじめ「幼保小中連携教

育」、英語教育を中心とした「グローバル化に

対応した教育」「確かな学力の育成」、インタ

ーネットなど「メディアとの正しい接し方」の

教育啓発、特別支援教育の充実に資する「イン

クルーシブ教育」などに取り組んでまいります。

　特に、従来の一斉授業を中心とした教育から、

個々の児童生徒の理解度や進度に合わせた個別

最適な学びの実現に向けた取組が進むことが予

想されます。例えば、「アダプティブラーニン

グシステム」の導入があげられます。これは、

学習者一人一人の能力や理解度に応じた学習体

験を提供するための教育改革の一環といわれ、

ＡＩやデータ解析技術を活用し、児童生徒の進

捗や弱点を把握し、最適な教材や学習方法を見

つけることができるといわれています。また、

生成ＡＩの活用も教育現場において注目されて

いますが、その適切な運用には課題が残ります。

政府からは「初等中等教育段階における生成Ａ

Ｉの利用に関する暫定的なガイドライン」も発

表されています。ガイドラインでは、生成ＡＩ

の概要や教育利用における方向性や注意点につ

いてまとめられています。こういったガイドラ

インをうまく活用しながら、今後のＡＩ対応の

方針を定めていく必要があります。いうまでも

なく本市の宝である子供たちは、それぞれが様

々な可能性を秘めています。一人一人の子供た

ちが夢と志を持って学んでいくことの楽しさや、

周囲の人々との関わりを通して生きる力を身に

付けていくことの素晴らしさを心から感じ、夢

に向かってチャレンジしていく力を培っていけ

るようにしていくことが、子供たちに関わる私

たちの務めであります。私たち自身も教職員と

して、そして一人の人間として子供たちと関わ

り合い、新たな教育課題に対応しながら、共に

日々成長していく必要があると思っています。

　相手への思いやりと敬意を考えてないと争いが
起こります。人として常に心得、行動すべきと思
うことは「合掌」することです。祈りの合掌、誓
いの合掌、感謝の合掌など、人により色々な合掌
がありますが、宗教的な合掌でなく、日常生活に
必要な合掌を大切にすることです。
　初詣で一年の安泰や願い事の成就を祈り、誓い
を立てる合掌は多くあります。殆どが自分のこと、
家族のことを祈っています。天地自然の恵みに対
して、人間関係に対して等の感謝の合掌も大切な
ことです。
　食事の前後に「（命を）いただきます」「ごちそ
うさま」と手を合わせてみましょう。また「あり
がとう」と手を合わせてお礼を言えば、相手の心
に感謝が伝わります。手を合わせて言ってみて下
さい。言葉も丁寧になります。「ありがとうござい
ます」になります。同時に動作も頭が垂れます。
　このように日常に合掌を取り入れれば、自分の
生活が変わってくる筈です。祈る時も自分のこと
だけでなく、他の人の幸せを祈り、世界の平和を
祈りましょう。
　お互いに相手のことを思いやれば争いは起こり
ません。自分から変えてみましょう。

　勉強した方がいいのはわかっているんだけど、

やる気がでない・勉強したくないっていう気持ち

になることありませんか。幼稚園児・保育園児の

修了式での、目をキラキラ輝かせながら語る小学

校入学への意欲、「勉強たくさん頑張ります」

「国語も算数もたくさん覚えたいです」「テスト

で100点とりたいです」前向きで希望に満ち溢れ

た姿は感動的です。それなのに、年齢を重ねるに

つれ、問題がわからない、ミスをした、なかなか

覚えられない、という事が積み重なっていくとや

る気もしぼみます。そういう時はまず行動してみ

ましょう。

　勉強に不必要なものを排除した環境を作り他人

ではなく自分の決めた目標を立てて取り組んでみ

ましょう。

　疲れた時は休んで、完璧を求めすぎないように

気をつけて。日々の生活で、「ちゃんと食べる・

ちゃんと運動する・ちゃんと寝てちゃんと起きる」

と当たり前の事をきちんとするだけでも脳は

育つそうです。まずはやってみましょう。

　子どもが悩んでいたら、助けてあげたい、すぐ

に解決してあげたいと思います。そして焦って行

動し、子どもが成長する機会を奪ってしまったと

後から思うことがありました。

　例えば友達関係でなにかあったら、小さなこと

でも親同士で解決してしまったり、提出物で困っ

ていたら、前もってあれこれ口を出したり…もち

ろん年齢や場合によって親の助けが必要ですが、

まずは子ども自身が自分の問題としてとらえ、考

え、試行錯誤する時間を持たせることが大切だと

思います。間違えた選択をしたり、失敗を繰り返

して時間がかかるかもしれませんが、その過程で

問題解決能力や対応力が育まれ、大きな成長と自

信につながると思います。

　また子どもに任せることで、「あなたならでき

る」というメッセージとなり、信頼関係が生まれ

ます。とはいえ、今もついつい口を出してしまっ

ているのですが、子ども自身の力を信じて待つ姿

勢を心掛けたいと思います。

　「えらい人になるよりも、よい人間になりたい
な」これは、昨年11月に亡くなられた詩人谷川俊
太郎さんが作詞した、同志社小学校の校歌の一節
です。「よい人間」とは、時代の変化に流されず、
自分の内なる「良心」に従って行動できる人間と
いうことだと思います。
　本来、人間は誰しも、人として良く生きていき
たいという思いを持っているはずですが、今の世
の中、巧妙化する詐欺や政治家の不正など様々な
問題が日々起こっています。教育現場でも、いじ
め問題はなくなりません。人の「良心」は、いっ
たいどうなってしまったのかと悲しくなることも
しばしばです。ＳＮＳ等に溢れている不確かな情
報や他人の甘言に流され行動すると、人としての
道を踏み外し、大切な人生を棒に振ったり、他人
の人生を踏みにじったりすることになるかもしれ
ません。だからこそ、今の世の中自分の内なる
「良心」に従って行動することが大切だと思うの
です。
　子どもは、大人の背中を見て育ちます。未来を
担う子ども達が、世の中の誘惑や悪意に惑わされ
ることなく、「よい人間」として成長していける
よう、まず私たち大人が自分の「良心」と向き合
うことから始めたいものです。

 教育長職務代理者　　

  大　河　龍　生
教育委員　　

  宮 本 千 春

教育委員　

  志 水　   矛
教育委員　

  井　本　学　明

子どもの力を信じる

やる気 合掌のすすめ

～教育委員から一言～

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２
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開
業
準
備
の
実
施

（
８
）
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
安
全
で
安
心
な
給
食
の
提

 
 
 
 
 
 
供
及
び
新
し
い
調
理
機
器
を
活
用
し
た
献
立
の
充
実

（
１
）
図
書
整
備
充
実
の
た
め
図
書
館
蔵
書
を
計
画
的
に
購
入

（
２
）
読
書
活
動
推
進
の
た
め
歴
史
文
学
講
座
、
絵
本
講
座
、
朗
読

 
 
 
 
 
 
講
座
等
の
実
施

（
３
）
新
着
図
書
案
内
の
発
行
、
話
題
の
本
・
特
集
コ
ー
ナ
ー
・
イ

 
 
 
 
 
 
ベ
ン
ト
等
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
た
図
書
館

 
 
 
 
 
 
情
報
の
提
供
・
発
信

（
４
）
周
辺
地
区
を
対
象
と
し
た
ブ
ッ
ク
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

（
５
）
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
た
め
電
子
書
籍
の
購
入
と
地

 
 
 
 
 
 
域
資
料
の
電
子
書
籍
化
の
実
施

（
６
）
読
書
記
録
通
帳
に
よ
る
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
と
ブ
ッ
ク

 
 
 
 
 
 
ス
タ
ー
ト
（
絵
本
と
の
出
会
い
）
事
業
の
継
続
実
施

（
７
）
東
備
西
播
定
住
自
立
圏
及
び
播
磨
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
域

 
 
 
 
 
 
内
の
連
携
事
業
や
相
互
利
用
の
推
進

（
１
）
赤
穂
城
跡
の
二
之
丸
城
壁
整
備
等
に
よ
る
史
跡
整
備
の
推
進

（
２
）
獅
子
舞
等
の
伝
統
文
化
の
調
査
・
保
存
の
推
進

（
３
）
各
種
開
発
等
に
伴
う
試
掘
・
発
掘
調
査
の
実
施
、
調
査
報
告

 
 
 
 
 
 
書
の
刊
行
、
出
土
遺
物
の
適
正
管
理

（
４
）
田
淵
氏
庭
園
等
の
指
定
文
化
財
の
保
存
・
整
備
の
推
進

（
５
）
文
化
財
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
に
よ
る
文
化
財
資
料
の
充
実

 
 
 
 
 
 
整
備

（
６
）
「
文
化
財
を
た
ず
ね
て
」
等
の
刊
行
に
よ
る
保
存
顕
彰
の
推
進

（
７
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
、
文
化
財
保
護
連
絡
員
活

 
 
 
 
 
 
動
に
よ
る
普
及
啓
発
の
実
施

（
８
）
赤
穂
城
跡
、
有
年
遺
跡
公
園
、
旧
坂
越
浦
会
所
の
施
設
管
理

 
 
 
 
 
 
と
公
開
の
推
進

（
９
）
有
年
考
古
館
に
お
け
る
企
画
展
等
の
実
施

（
1
0
）
「
図
説
赤
穂
市
史
」
の
編
集
、
市
史
史
料
集
シ
リ
ー
ズ
の
編

 
 
 
 
 
 
集
・
発
行
に
よ
る
市
史
等
編
さ
ん
事
業
の
推
進

（
1
1
）
忠
臣
蔵
浮
世
絵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
促
進

生
涯

学
習

生
涯

学
習

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

保
育
所

幼
稚
園

保
育
所

幼
稚
園

《
施
設
・
設
備
の
充
実
　
生
涯
学
習
の
充
実
》

（
７
）
文
化
活
動
の
推
進

＜
市
民
会
館
関
係
＞

（
８
）
文
化
団
体
の
支
援
や
美
術
展
応
募
者
数
の
増
加
促
進

（
９
）
市
民
会
館
施
設
整
備
の
実
施

＜
公
民
館
関
係
＞

（
1
0
）
高
齢
者
大
学
の
充
実
と
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る
講
座
・
教
室
の
実
施

（
1
1
）
公
民
館
施
設
整
備
の
実
施

（
１
）
赤
穂
西
中
学
校
屋
内
運
動
場
に
空
調
設
備
を
整
備

（
２
）
小
学
校
屋
内
運
動
場
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修

（
３
）
小
中
学
校
の
老
朽
化
し
た
施
設
の
適
正
な
管
理
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
施
設
整
備
を
実
施

（
４
）
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用
し
た
情
報
教
育
の
推
進

（
５
）
全
小
学
校
区
で
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施

（
６
）
文
化
施
設
の
施
設
整
備
と
資
料
の
収
集
（
利
用
環
境
の
快
適
性
向
上
と
適
切
な
維
持
管
理
、
郷

 
 
 
 
 
 
土
ゆ
か
り
の
資
料
収
集
）

学
校
園
所
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協
力


